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1.  概観1 
1.1 ミャオ語の類別詞 
類別詞は、⾔語学においては、名詞を類別するシステム（nominal classification system）のひとつと
して扱われている。Aikhenvald（2000）は、類別詞を「名詞及び名詞類の⾔語的分類を表す⽂法的⼿
段」（2000:1）としているが、類別詞の定義にはさまざまな問題がある。本稿は類別詞の通⾔語的な
研究ではないが、ここで基本的な考え⽅を述べておく。本稿で扱うミャオ語の類別詞の中核的機能は、
「具現化」といえるようなものであると考えている。具現化とは、類別詞が⽂中で共起する名詞や動
詞が表す概念に対し、それらが想定世界に出現する具体的な存在様態を与えることである。これによ
って、単なる概念としてではなく、想定世界に登場する具体性をもった存在として捉えられるのであ
る。この機能を果たすべく類別詞がもつ典型的な機能が類別、すなわち名詞が表す概念のカテゴリ化
であると思われる。それは、たとえば、naA「⼈」が表す概念は、単独の個体と認識される姿で現れ
るのであれば、danBがそれを⽰し、群衆という様態であればmiBがそれを⽰すというような存在様態
の仕分けである。カテゴリ化において、類別詞は個々の存在様態を名詞概念や動詞概念に与えること
で、同様の存在様態をもつ概念を⼀つのカテゴリに類別する。その意味で類別詞は類別を⾏っている
といえるのである。ここで重要なのは、類別詞が類別するのは名詞や動詞が表す概念なのであって、
名詞や動詞そのものではないということである。したがって、⼀つの名詞や動詞が複数の類別詞と共
起することは珍しいことではない。この点において、類別詞は、辞書において名詞⼀つ⼀つに類別の
標識が付いていると考えるべき名詞クラス（ジェンダー）とは異なっている。2 
                                                                 
1 本稿は、⽥⼝（2016）に引き続き、羅泊河ミャオ語の記述を⾏うものである。この企ての趣旨、記
述の⽅法、表記の仕⽅などは⽥⼝（2016）に準じる。本稿では、特に断りのない限り、「ミャオ語」
とは羅泊河ミャオ語を指す。略語を以下に⽰す。 
1：⼀⼈称          2：⼆⼈称         3：三⼈称         CLF：類別詞 
COP：コピュラ     DEM：指⽰詞      FLL：フィラー     IDEO：擬態形態素 
INT：間投詞        IRR：未然         MO：-moA        N：名詞 
NMLZ：名詞化      NUM：数詞        PL：複数          PN：固有名         
PROH：禁⽌        PRT：助詞         PURP：⽬的       QO ：qoC           
RED：重複         SG： 単数 
2 Aikhenvald（2000）は、名詞のクラス（あるいはジェンダー）と数詞類別詞などのいわゆる類別詞
を合わせたものをclassifierとしているようである。もちろん、そのような⽤語の定義も可能だが、名
詞のクラスといわゆる類別詞との間には、ここで述べているような重要な違いがある。類別詞の⼀般
的な理解としては、Grinevald（2000）、Senft（2007）、Seifart（2010）を参考とする。 
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 さて、名詞・動詞の概念が想定世界において存在様態をもつことは、名詞の概念が特定の⽂脈や発
話現場において指⽰をもつことを可能にする（Bisang1993, 1999における指標化 referentialization）。こ
れは、類別詞が指⽰詞のホストであることと関係する。類別詞の研究では、指⽰詞が登場する場合に、
義務的に共起するタイプの類別詞を指⽰類別詞（deictic classifier）とよぶことがある。 
次に、類別詞の典型的機能として、名詞や動詞の概念を離散的な存在としてとらえる機能があると
考える。それによって、類別詞で⽰される存在様態は数える単位として機能しうるのであり、数詞の
ホストとなることが可能となる（Bisang1993, 1999における個別化 individualization）。類別詞の研究で
は、数詞が登場する場合に義務的に共起するタイプの類別詞を数詞類別詞（numeral classifier）とよぶ。
したがって、ミャオ語の類別詞の典型的なメンバ （ー1.2での述べる個別化類別詞）は、Aikhenvald（2000）
のいう「ひとつの類別詞が2つの環境に現れる」場合の、指⽰類別詞と数詞類別詞を兼ねている場合
に該当することになる（2000:206-207）。3 ただし、後で⾒るように、ミャオ語の類別詞の中には、名
詞の概念が漠然とした数量で存在することを表すものがあり、この場合には数える単位としては機能
しない。この意味で、ミャオ語の類別詞は、指⽰類別詞ではあるが、数詞類別詞とは認められないも
のを含むことになる。 
 
1.2 ミャオ語における類別詞の定義 
ミャオ語の類別詞は、その典型的なメンバーが以下のような特徴をもつ語類である。 
 (1)単独で指⽰詞と共起できる 
 (2)単独で数詞と共起できる 
 (3)重複形を作ることができる 
 (4)名詞化標識と共起できる 
ミャオ語では、数詞と指⽰詞は単独で⽂中に⽣起できない。したがって、(1)と(2)の意味するところ
は、統語的には類別詞は数詞と指⽰詞のホストだということであり、意味機能的には、「数える」「指
⽰する」という機能は、類別詞がなければ成⽴しないということである。 
 先にふれたように、ミャオ語の類別詞は、数詞と共起するタイプとしないタイプに⼤別される。本
稿では、前者を個別化類別詞、後者を⾮個別化類別詞とよぶ。次に、前者はさらに名詞概念を類別す
るタイプの類別詞と、動詞概念を類別するタイプの類別詞に分けることができる。これら4種類の類
別詞の上記特徴についての「典型度」を⽰すと表1のようになる。これを⾒ると、指⽰詞のホストと
しての機能がミャオ語における類別詞の普遍的な特徴であることがわかる。少なくともミャオ語では、
類別詞は、前⽅照応や現場指⽰といった⽂脈構築のための鍵となる役割を果たしていることが推測で
きる。 
 
 
 
                                                                 
3 なお、ミャオ語においては、数詞と共起しうる類別詞の場合、数詞が現れず類別詞単体の時は常に
単数であることを意味する。ちなみに、ミャオ語には「１」を表す形式は存在しない。「１」という
概念は通常、類別詞を単独で使⽤することで表現する。 
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表14 
 
個別化類別詞 ⾮個別化類別詞 名詞概念類別詞 動詞概念類別詞 
(1)単独で指⽰詞と共起 + + + 
(2)単独で数詞と共起 + + − 
(3)重複形を形成 + + − 
(4)名詞化標識と共起 + −? −? 
 
以下では、4つの特徴をすべてもつ個別化類別詞の名詞概念類別詞を例として、語としての拡張可
能性を第2節で、統語的な性質を第3節で検討する。第4節では、類別詞の下位分類別にそれぞれの特
徴を記述していく。ミャオ語の類別詞の意味的特徴については、稿を改めて論じることにする。 
 
2.  類別詞の形態論 
個別化類別詞は、重複あるいは名詞化標識付加によって派⽣形式を⽣み出す。 
2.1 重複 
重複した形式は、意味的には、配分的（distributive）意義「⼀つ⼀つ、どの〜も」をもつ。重複形
式は、数詞と共起することができず、数量表現を構成することができない。また、重複形式は、指⽰
詞と共起することができず、指⽰表現を構成することができない。以下の例のchiBは種類を表す類別
詞である。 
 
(1)  chiB=chiB  caA-       aC  yyonC  -waC. 
     CLF=RED  respectively  do  good   PRT 
 「すべての準備が整った」『ミャオ族の年越し』 
 
次の例は、作例である。以下の例のdanBは有⽣物を表す類別詞である。 
  
 (2)  danB=danB  caA-       maA  chiB. 
     CLF=RED   respectively  exist  CLF 
 「みんな⼀つずつもっている」“⼈⼈有⼀样” 
 
⼀⽅、通常の名詞は、重複ができない。次の例は、例(2)における類別詞danBを名詞naA「⼈」に置き
換えたものである。ミャオ語では後に述べるような名詞と類別詞の兼類であるものを除いては、名詞
は重複できないようである。 
 
 (3)  *naA=naA    caA-       maA  chiB. 
     person=RED  respectively  exist  CLF 
 
                                                                 
4 (4)のマイナス記号のセルについては、テキストでは例証されないものの、適切な⽂脈を作成して聞
き取りすることができていないので疑問符をつけた。 
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2.2  名詞化標識teeA-付加5 
個別化類別詞（確認されている限りでは、名詞概念類別詞に限る）は、名詞化標識teeA-を付加する
と、その類別概念を表す語を派⽣する。派⽣形式は、名詞と共起できる点、動詞の項となりうる点、
重複形式を派⽣できる点は類別詞と同じであるが、数詞あるいは指⽰詞とは共起しにくいようである。
意義としては、類別詞が表す存在様態そのものを表す。テキストの例(4)では、動詞連続体aC tshenA
＜◇する◇になる＞の項となっており、動詞aC「する」の結果としてntsheA「塊状」になることを意
味している。この例で、名詞化標識teeA-を削除することはできない。6 
 
 (4)  honA- mmiA aAntenB ndzanB npiC -moA  teeAciB  aC    tshenA  teeA-ntsheA  
     then   take   knife    chop   pig   MO   body    make  become NMLZ-CLF 
 
     aAnkanC. 
     meet 
 「次にナイフで豚の体を切って塊状にして⾏く」『ミャオ族の年越し』 
 
次の例も例(4)と同様であり、ここでは切った結果が、類別詞danB「切⽚状」で表される状態である
ことが⽰される。 
 
 (5)  tiB   aAndzonB sonA ceeApiC teeA-danB    nkanC truB   doB  phsiB  wenB  szB-    
     take  knife     cut   change   NMLZ-CLF  meet  make  fire   burn   pan   PURP 
 
     kanA  tsoC- mmiA nkanC muB ceA. 
     hot    then  take   meet  go   fry 
 「包丁で（⾁を）切って切り⾝状にし、⽕を起こして鍋を熱し、⾁を炒める」『塩漬け⾁ 
 の作り⽅』 
 
次の例では、動詞tiBの対象を表す項として現れている。 
 
 (6)  tuC   nhaA  tsoC- tiB   teeA-ntsheB  aAnkanC  luB   qweC    qoC  aAqlonC.  
     obtain day   then  take  NMLZ-CLF  meat     come  hang.up  QO  stick 
 「⼀⽇おいて、⾁の塊をもつてきて（吊るした）棒に掛ける」『塩漬け⾁の作り⽅』 
 
                                                                 
5 teeA-という形式は、名詞、動詞、類別詞、数詞に先⾏する位置に現れる。機能的な根拠から、名詞
以外に先⾏するものを名詞化標識（NMLZ）とする。類別詞に先⾏する場合には、他のいかなる成分
も間に⼊らないので、接辞としてもよいかもしれない。⼀⽅、動詞に先⾏する場合には、teeA-と動詞
の間には副詞的な機能を持つ成分が⽣起することができるので、teeA-は動詞句に先⾏する接語という
位置づけがより適切ということになるだろう。 
6 削除すると ntsheA nkanC「⼀塊の⾁」を意味する類別詞句になるが、切った結果が⼀塊の⾁になる
ことは意味的に奇妙であるからだと思われる。 
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この形式の重複形式はテキストでは確認されていない。以下の例は聞き取りによるものである。重複
すると、配分的な意味を表し、動詞を修飾することもできる様⼦である。 
 
 (7)  ntonC saA -moA  tseB  teeA-llanA =teeA-llanA ponA  luB.  
     tree   top  MO   fruit  NMLZ-CLF=RED     fall   come 
 「⽊の上の実が、⼀個⼀個落ちてきた」 
 
名詞化標識teeA-が付加した後は、動詞の項になる点では名詞的な性格をもつが、名詞になるわけでは
ない。例えば、名詞化標識teeA-が付加した類別詞の形式に類別詞がつくことはない。 
 
3. 類別詞句の統語構成  
 以下に、個別化類別詞の名詞概念類別詞を例として類別詞句の基本的な統語構成を⽰す。動詞概念
類別詞の場合については後述する。類別詞は、他の成分とともに共起してより⼤きなまとまりを形成
する。このより⼤きなまとまりは、類別詞がなければ成⽴しないので、類別詞を主要部とするより⼤
きな単位と考える。これに対し句という単位を認め、類別詞句（CLFP）とよぶ。類別詞句はミャオ
語の主要な⽂構成成分である。そのおおよその構成は以下のようである。括弧に⼊れた要素は随意的
であることを⽰す。 
 [[(NUM-) CLF] (N)] (-DEM)] 
この構成においては、以下の表のような組み合わせがありえ、またこれ以外の組み合わせは容認され
ない。この構成中の類別詞あるいは名詞に関係節が⽣起してより複雑な構成を作ることができるが、
本稿ではふれない。以下に聞き取りで得た例を⽰す。 
 
表2 
a  類別詞   
b 数詞 類別詞   
c  類別詞 名詞  
d  類別詞  指⽰詞 
e 数詞 類別詞 名詞  
f 数詞 類別詞  指⽰詞 
g  類別詞 名詞 指⽰詞 
h 数詞 類別詞 名詞 指⽰詞 
 
a. 類別詞 
 (8)  kanB nnjonB llanA. ＜◇1SG◇want◇CLF＞「私はひとつ要る」 
 
b. 数詞＋類別詞  
 (9)  kanB nnjonB pziA- llanA. ＜◇1SG◇want◇three◇CLF＞「私は3つ要る」 
 
c. 類別詞＋名詞 
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 (10)  kanB nnjonB llanA tseB. ＜◇1SG◇want◇CLF◇fruit＞「私は果物がひとつ要る」 
 
d. 類別詞＋指⽰詞 
 (11)  kanB nnjonB llanA -nonB. ＜◇1SG◇want◇CLF◇DEM＞「私はこれが要る」 
 
e. 数詞＋類別詞＋名詞 
 (12)  kanB nnjonB pziA llanA tseB. ＜◇1SG◇want◇three◇CLF◇fruit＞ 
 「私は果物が3つ要る」 
 
f. 数詞＋類別詞＋指⽰詞 
 (13)  kanB nnjonB pziA- llanA -nonB. ＜◇1SG◇want◇three◇CLF◇DEM＞ 
 「私はこれら3つが要る」 
 
g. 類別詞＋名詞＋指⽰詞 
 (14)  kanB nnjonB llanA tseB -nonB. ＜◇1SG◇want◇CLF◇fruit◇DEM＞ 
 「私はこの果物が要る」 
 
h. 数詞＋類別詞＋名詞＋指⽰詞 
 (15)  kanB nnjonB pziA- llanA tseB -nonB. ＜◇1SG◇want◇three◇CLF◇fruit◇DEM＞ 
 「私はこれら3つの果物が要る」 
 
Greenberg(1972)は、類別詞（Greenberg 1972ではClで表⽰）、数詞（Greenberg 1972ではQで表⽰）、名
詞（Greenberg 1972ではNで表⽰）の語順の類型論を⽰しているが、 この３つの成分の語順で⼈類⾔
語において⾒られるタイプを、(1) Q-Cl-N、(2) N-Q-Cl、(3) Cl-Q-N、(4) N-Cl-Qの４つに分類している。
ミャオ語はこの中の(1)のタイプに属する。  
 
4. 類別詞の種類 
先に述べたように、類別詞は、個別化類別詞と⾮個別化類別詞に⼤別することができる。また、前
者は、名詞概念類別詞と動詞概念類別詞に分けることができる。第1節で述べたように、個別化類別
詞とは、類別詞が個別化の機能を果たしていると考えられるものであり、数詞と共起するという特徴
を⽰す。⾮個別化類別詞は、この特徴がみられない類別詞である。この特徴の⽋如が意味するところ
については⾮個別化類別詞の項⽬（4.3）で述べる。さらに本稿では、個別化類別詞の下位分類とし
て、名詞概念類別詞と動詞概念類別詞の区別をたてる。類別詞がカテゴリ化する対象が名詞の概念で
ある場合、これを名詞概念類別詞、動詞の概念である場合、これを動詞概念類別詞とする。両者の間
には、表1で⽰した(4)の名詞化標識との共起における違いのほか、統語的な差異が存在する（ただし、
(4)の特徴については例を⾒つけられていないだけである可能性もある）。テキストに現れた類別詞全
体の中での異なり語数とのべ語数を以下に⽰す。 
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表3 
 
個別化類別詞 ⾮個別化類別詞 計 名詞概念類別詞 動詞概念類別詞  
異なり語数 58 3 3 62 
のべ語数 1018 
 (0.919) 
16
 (0.014)
74 
 (0.067) 
1108 
(1.000) 
 
4.1 名詞概念類別詞 
4.1.1  名詞概念類別詞の概観 
表3から分かるように、これが最もメンバーの多い類別詞である。意味的な観点からは、これをさ
らに、種別類別詞（sortal classifier）と計量類別詞（mensural classifier）に分けることができる（Grinevald 
2000）。前者は類別詞の典型的なものと考えられているもので、後者は、度量衡、時間単位、名詞及
び動詞からの⽐喩による転⽤を含むものである。ただし、両者の間に明確な線が引けるわけではない。
テキストに現れた名詞概念類別詞は、58種類あり、そののべ語数を多いものから順に並べると以下の
ようである。 
 
表4 
類別詞 主たる存在様態または機能 名詞・動詞の意味の例 のべ語数 
danB 有⽣物、切⽚状 ⼈、動物、⾁ 592 0.591  
llanA ⽴体的形状 太陽、⽉、村、場所、洞⽳、池、
橋、家、陣地、井⼾、⽯、部屋の
隅、⿃かご、果物、卵、いも、頭、
⼼臓、帽⼦、トウモロコシの芯、
⽊の根元、松明、⾅、字、太⿎、
⿂籠、ネックレス、⾃動⾞、画像、
アイディア、⽅法 
112 0.112  
trenA 有限の⻑さをもつ形状 ⽊、ナイフ、⽑、指 44 0.044  
piB 家族（名詞兼類） ⼈ 22 0.022  
miB 群れ ⼈、動物 21 0.021  
nenA 年（時間単位） （名詞なし） 14 0.014  
tanC 天秤棒（名詞兼類） 布、草、薪 13 0.013  
hnaA ⽇（時間単位） （名詞なし） 12 0.012  
senA ⼀升（度量衡） ⽶、粟、⾦銀 12 0.012  
chiB 種類 事柄、⼈、動物 10 0.010  
nthanB 場所 場所、⽊、井⼾ 10 0.010  
pheC ⽚⽅、⼀定の⼤きさの平⾯ ⾜、森 9 0.009  
konA 溝（名詞兼類） （名詞なし） 9 0.009  
thonC 丸い塊状（名詞兼類） おにぎり、爆⽵ 7 0.007  
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hmonC 晩 （名詞なし） 7 0.007  
joA 延⻑のある⻑さの形状7 道、⽷、橋 7 0.007  
nggoA 対 靴 6 0.006  
khonB 部屋 部屋 6 0.006  
cenA ⼀⽄（度量衡） 酒 5 0.005  
lanB ⼀両（度量衡） 銀 5 0.005  
saA ⼀声（名詞兼類） （名詞なし） 5 0.005  
ndonC 区切ってできた切⽚ ⽊ 5 0.005  
xanB 箱（名詞兼類） お⾦ 5 0.005  
phonA ⾐服 ⾐服 5 0.005  
hlaC ⼀⽉（時間単位） （名詞なし） 4 0.004  
qouB 空気や⽔の塊状 ⾵、⽔ 4 0.004  
paA ⼀掴み（動詞兼類） 稲、種 4 0.004  
khuA 市の周期（時間単位） 市 4 0.004  
ntsheA/B 塊状 ⾁ 4 0.004  
liB ⼀⾥（度量衡） 道 4 0.004  
npaC 両⼿⼀すくい（動詞兼類） 銀、種 3 0.003  
khonA 椀（名詞兼類） ⾁、酒 3 0.003  
nqanB ⼀時間（時間単位） （名詞なし） 3 0.003  
puC 歩 （名詞なし） 3 0.003  
phienB 紙⽚ 紙 3 0.003  
npaA 壺（名詞兼類） ⽔ 3 0.003  
qlonA ⼀⽯（度量衡） 粟 2 0.002  
tuB ⼀⽃（度量衡） 粟 2 0.002  
tszA ⼀尺（度量衡） （名詞なし） 2 0.002  
troC ⿃⼩屋（名詞兼類） 鶏 2 0.002  
thonA 桶（名詞兼類） ⽔ 2 0.002  
hluA 袋（名詞兼類） ⾻ 2 0.002  
huC ⽯⾅⼀セット ⽯⾅ 2 0.002  
yuC ⼀担ぎ（計量） 薪 2 0.002  
ntsoC 株 ⽵ 2 0.002  
donB ⻑い物体の端 （名詞なし） 2 0.002  
xanA 家 家 2 0.002  
ntsheA ⼀元（度量衡） 貨幣 1 0.001  
nggaA 家畜⼩屋（名詞兼類） ⽜ 1 0.001  
                                                                 
7 「延⻑のある」とは当該対象概念に対応するものが通常視野に収まらず視線の移動を必要とすると
いう意味で使っている。これについては別途研究を要する。 
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hiB ⼀⼝（計量） （名詞なし） 1 0.001  
ntuC 稲藁⼀まとめ（名詞兼類） 稲わら 1 0.001  
tshoA 村（名詞兼類） ⼈ 1 0.001  
venA 瓶（名詞兼類） 酒 1 0.001  
nbeA 列（名詞兼類） ⼈ 1 0.001  
wenB 鍋（名詞兼類） ⽔ 1 0.001  
poA 包み（名詞兼類） タバコ 1 0.001  
phuC 世代 ⼈ 1 0.001  
 
これを⾒ると、異なり語数58種の中で、danBひとつが6割近い⽣起数を⽰すことがわかる。その理由
は、語りの対象として最も関⼼の⾼い⼈間を単体の姿でとらえる類別詞であるからだと思われる。ま
た、以下4.1.3で述べるように、この語は、指⽰専⽤の類別詞としても使⽤される点も関係する。 
 次に、名詞概念類別詞の中でも特徴的だと思われる、場所の類別詞と類別詞danBの指⽰専⽤⽤法に
ついて順にふれる。 
 
4.1.2 場所を⽰す類別詞 
場所を⽰す類別詞として、nthanBが存在する。たとえば、⽊を⼀本の単体の存在様態でとらえる場
合にはtrenA ntonC ＜◇CLF◇tree＞となるが、場所としてとらえるとnthanB ntonC ＜◇CLF◇tree＞「⼀
箇所の⽊、⽊のあるところ」となる。次の例では、草を指⽰するのに場所単位で指⽰するのにnthanB
を使⽤している。この例では、指⽰詞が共起している。 
 
 (16)  niB  muB qwaA  nthanB  tshoB  -eB   qwaA  yeA     -nonB -waC  pheAneAyeC 
      3   go   cut    CLF    grass  DEM  cut    morning  DEM  PRT   tomorrow    
 
      ciA-        maA. 
      respectively  exist 
 「彼がその⽇の朝その場所の草を刈り取ると、次の⽇にはまた⽣えていた」 
 『卵から⽣まれた娘（⼀）』 
 
次の例では、指⽰詞の共起はなく「とある⼀つの場所」を⽰している。 
 
 (17)  xeAeB   aAndziBaAndziB jeB,  a,    maA piB  naA    tsaA-     nnjonA nthanB. 
      that.time long.ago        FLL  INT  exist  CLF  human  separately be.at    CLF 
 「昔々、ある家族があるところにぽつんと暮らしていた」『⼭姥（⼆）』 
 
場所の類別詞も典型的な類別詞で、数詞と共起し、重複も可能な様⼦である。以下の例は聞き取りに
よるものである。 
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(18)  wwuA- nthanB  -eB   tsoC-  maA  ntonC. 
      two    CLF    DEM  then   exist  tree 
 「その2箇所とも⽊が⽣えている」 
 
 (19)  nthanB=nthanB  caA-      maA  ntonC. 
      CLF=RED      respectively exist  tree 
 「どの場所にも⽊が⽣えている」 
 
次に、場所を⽰す類別詞に指⽰詞がついた形は、場所を指⽰する表現としてよく使⽤される。さら
に、類別詞が弱⾳節となり、後続の指⽰詞の⺟⾳が弱⾳節へスプレッドしたと解釈できる形式がある。
以下に、類別詞が強⾳節の場合と弱⾳節化したと考えられる場合を対⽐的に⽰す。 
 
 (20) 
 類別詞＜強⾳節＞＋指⽰詞＜強⾳節＞  
 nthanB -nonB   [nʔthãɴ55 nõɴ55]  「ここ」         
 nthanB -eB      [nʔthãɴ55 e55]    「そこ」 
 類別詞＜弱⾳節＞＋指⽰詞＜強⾳節＞  
 ntheeB- -nonB   [nʔthõɴ55 nõɴ55]  「ここ」   
 ntheeB- -eB     [nʔthe55 e55]     「そこ」 
 
コンサルタントからは、この２つは同じ意味で発⾳が違うだけという内省をいただいているが、本稿
では、強⾳節の連続の場合が類別詞と指⽰詞の組み合わせであり、類別詞が弱⾳節化した場合は、類
別詞が指⽰詞と結合して⼀語化していると解釈する。その根拠は、以下のように、数詞が共起した形
では類別詞部分を強⾳節で発⾳しなければならないということにある。以下の例は、いずれも＜
◇two◇CLF◇DEM＞という構成である。 
 
 (21) 
 wwuA- nthanB -nonB   「この2箇所」        
 wwuA- nthanB -eB     「その2箇所」 
 *wwuA- ntheeB- -nonB 「この2箇所」        
 *wwuA- ntheeB- -eB   「その2箇所」 
 
4.1.3 danBの指⽰専⽤⽤法 
個別化類別詞の名詞概念類別詞であるdanBは、「⼈間を含む動物」あるいは「切⽚状」の存在様態
を指す類別詞であるが、これはまた、指⽰専⽤の類別詞として使⽤することがある。この⽤法の特徴
は、基本的に「⼈間を含む動物」以外のもの、すなわち「無⽣物」に限定して使⽤されること、数詞
と共起せず重複形式も形成できないことである。すなわち、danBはこの⽤法では、個別化類別詞では
ないことになる。しかし、本稿では、これは個別化類別詞danBの⼀⽤法ととらえ、後で述べる⾮個別
化類別詞とは区別することにする（したがって、4.1.1の表でもdanBはひとつにまとめられている）。
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その理由は、⾮個別化類別詞は、漠然とした数量を⽰して単数性を排除するが、この⽤法でのdanB
は、数量を超越しており、単数のものも複数のものにも適⽤できるという点、さらに、⾮個別化類別
詞は対象を意味的に選択することはないが、danBの指⽰専⽤⽤法は「無⽣物」に限定されている点に
ある。以下、テキストからの例をあげる。 
 
 (22)  niB luB   zuC   piB   neB,  aiAjaA, aCdaC … danBtsiB toC kanB aC    danB  
      3   come  arrive  house  FLL  INT    how      who     for  1SG  make  CLF 
 
     yyuA  -nonB,  danB njaC -nonB  neB. 
     food   DEM   CLF  rice  DEM  FLL 
 「彼らが家に帰ってみると、おやまあ、だれがこんな料理やご飯を作ってくれたのか」 
 『卵から⽣まれた娘（⼆）』 
 
以前にも述べたように、個別化類別詞は、数詞の共起がない場合には、常に数量の上で単数であるこ
とを表すのであるが、この例では、ご飯や料理は単数とは限らないもの、おそらく複数あるものを指
している。コンサルタントによると、「無⽣物」を指⽰するこの⽤法では、対象の数量に限定なく指
⽰が可能であるとのことである。次の例は作例であるが、⽬の前に⼀着あるいは何着かの⾃分の服が
ある場合に以下のような⽂を発話できる。 
 
 (23)  danB -nonB jonC  kanB  -moA. 
      CLF  DEM  COP 1SG   MO 
 「これ（ら）は私のです」 
 
先に述べたように、この⽤法の場合には、数詞と共起できない。例えば、⽬の前に2着の⾃分の服が
ある場合に次のようには⾔えない。この⽂意を⾔うためには、⾐服の類別詞であるphonAを使⽤する
必要がある。 
 
 (24)  *wwuA- danB -nonB jonC kanB -moA. 
       two    CLF  DEM  COP 1SG  MO 
 「これらの2つは私のです」 
 
また、重複形も形成できない。以下のような⽂は、「（⼈や動物が）それぞれみなよい」という意味に
解釈され、⽬の前にある複数の服を指して⾔うことはできない。 
 
 (25)  danB=danB  caA-       yyonC. 
      CLF=RED   respectively  good 
 
4.2  動詞概念類別詞 
動詞概念類別詞は、数詞及び指⽰詞と共起し、また重複も可能である点で典型的な類別詞と⾔える。
動詞概念類別詞は、動詞が表す動作・変化を類別するものではなく、それらが具体的に想定世界に現
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れる様態を⽰すものである。実際の機能としては、その具体的な様態を通して、動作の回数を数えた
り、動作の発⽣を指⽰したりするものである。また、重複形式を派⽣することができ、名詞概念類別
詞と同様に配分的な意味を表す。名詞概念類別詞と動詞概念類別詞との違いは、前者が名詞の概念を
対象とし、したがって後者より名詞との結びつきが強いことである。このことは、語順の可変性にお
ける違いに⽰されていると考えられる。すなわち、名詞概念類別詞では類別詞は名詞に先⾏する語順
のみが許されるが、動詞概念類別詞では、その語順が変更可能である。まず、名詞概念類別詞hiB「⼀
⼝」の例を(26)(27)で⽰す。 
  
 (26)  kanB  hoA   -qwaC wwuA- hiB   mauAthaiAcuB. 
      1SG   drink  PRT   two    CLF  PN 
 「私はマオタイ酒を⼆⼝飲んだことがある」“我喝过两⼝茅台酒” 
 
 (27)  *kanB  hoA -qwaC mauAthaiAcuB wwuA- hiB. 
 
次に、動詞概念類別詞nghweC「⼀回」の例を(28)(29)で⽰す。ここでは語順の可変性が⾒られる。8 
  
 (28)  kanB  hoA  -qwaC wwuA- nghweC  mauAthaiAcuB. 
      1SG   drink PRT   two    CLF     PN 
 
 (29)  kanB hoA -qwaC mauAthaiAcuB wwuA- nghweC. 
 
動詞概念類別詞は、動詞と同じ⾳韻形式をもつエコータイプの類別詞と、汎⽤的な類別詞の2種類
を区別できる。以下、この2つに分けて説明する。 
 
4.2.1 エコータイプの動詞概念類別詞 
このタイプの類別詞は動詞と同じ⾳韻形式をもつ。確認されているエコータイプの類別詞は、⾝体
の⼀部を使って⾏われる動作を表す動詞と同じ⾳韻形式をもつものに限られている。聞き取りにより
確認したエコータイプの動詞概念類別詞と共起する動詞には、ntsonC「（拳で）殴る」、quA「叩く」、
ntruA「打つ」、nbziA「（掌で）叩く」、qleC「つねる」、nnenA「（指で）押す」、ntsanB「蹴る」がある。
このタイプの類別詞は、テキストには例証されていない。聞き取りの例を⽰す。 
 
 (30)  kanB  ntsonC     niB  pziA-  ntsonC.  
      1SG   give.a.blow 3    three  CLF 
 「私は彼を3回殴った」“我打了他三下” 
  
これらは、数詞（上記の例参照）、指⽰詞と共起し、重複もできるので典型的な類別詞とみなすこと
ができる。以下に、指⽰詞と共起する例と重複形式の例を順にあげる。 
                                                                 
8 これがどのような⽂法的・意味的違いをもたらすかは、情報構造上の違いがあろうという予測はし
ているものの今後の課題である。 
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 (31)  ntsonC  -nonB ntsonC     niB lauBhoB  -tsaB.  
      CLF    DEM  give.a.blow 3   exhausted PRT 
 「この⼀発で彼をぶちのめした」 
 
 (32)  ntsonC=ntsonC niB tsonC   yuC     ntsonC. 
      CLF=RED     3   deliver  strength  give.a.blow 
 「彼は⼀発⼀発⼒を込めて殴った」“拳拳他⽤⼒打了” 
 
これに対し、⼿⾜を使った動作から離れると、エコータイプの類別詞はみられないようである。例え
ば、lanC「⾒る」、duA「咬む」、nonA「⾷べる」などをこのタイプの類別詞として使⽤することはで
きない。また、以下の例のように、意味が近いquA「叩く」、ntruA「打つ」などの動詞を、⽚⽅を動
詞として、もう⽚⽅を動詞概念類別詞として使⽤することはできないようである。あくまで同じ形式
を使⽤しなければならない。 
 
 (33)  *kanB  quA  niB  pziA-  ntruA. 
      1SG    hit   3   three  CLF 
 「私は彼を3回殴った」 
 
4.2.2 汎⽤的動詞概念類別詞 
動作の種類にかかわりなく使⽤される動詞概念類別詞にnghweCがあり、イベントとして捉えた動
作・変化が発⽣した回数を表す。9 
 
 (34)  qloB  teeAnonB aAqloAzronC  muB aAjiBtsuB  neB,  chiAmaB’ muB  pluA-  liB 
      from  here      PN           go   PN        FLL  at.least    go    four   CLF  
 
      teeAciB, eeBnhaA njiB-  nduC  pluA-  nghweC. 
      road     day     IRR   move  four   CLF 
 「ここ光中から平寨まで、少なくとも4⾥あるが、⼀⽇に4回歩かなければならなかった」 
 『50年代の通学』 
 
nghweCは、数詞（上記の例参照）、指⽰詞と共起し、重複もできるので典型的な類別詞とみなすこと
ができる。指⽰詞との共起の例を挙げる。 
 
 (35)  nghweC  -nonB ronA  khaAtsiB-  truA   -waC  -liA. 
      CLF     DEM  2SG   PROH     laugh  PRT   PRT 
 「今度は笑っちゃだめだよ」『卵から⽣まれた娘（⼆）』  
 
                                                                 
9 nghweC のほかに、tauC（ひとセットの動作⼀回分を表す）と thanC（⼀回の動作を表す；漢語“趟” 
の借⽤語）がテキストに確認されている。 
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重複の例は聞き取りによる例である。 
 
 (36)  nghweC=nghweC caA-       aC    yyonC. 
      CLF=RED       respectively  make  good 
 「毎回うまくやった」 
 
このような汎⽤的な動作概念類別詞と、エコータイプの類別詞との違いは、後者が⼀つ⼀つの⾝体的
動作を捉えるのに対して、前者はイベントとしての回数を捉えている点である。先の例(30)において、
類別詞をnghweCに変えて作成すると、以下のようになるが、この⽂の意味するところは、具体的に
何回こぶしを振り上げたかは問わないが、イベントして3回殴ったということになる。 
 
 (37)  kanB  ntsonC      niB pziA-  nghweC.  
      1SG   give.a.blow  3   three  CLF 
 「私は彼を3回殴った」 
 
4.3 ⾮個別化類別詞 
ミャオ語には、共起する名詞概念を個別化せずに扱う少数の類別詞がある。それぞれが特殊な機能
を持つが、基本的に漠然とした不特定の数量を⽰す。これらは、数える単位としては機能せず、数詞
とは共起できないようである。また、重複形式も使⽤されない。したがって、個別化という機能をも
っていないと考えられる。さらに、これらの形態素は、対象を意味的に選別せず、有⽣・無⽣、形状
などによって組み合わせが限定されることはない。つまり、典型的類別詞が⾏っているカテゴリ化と
いう基本的機能を果たすこともできない。これらは、それぞれの特殊な意味を別とすれば、漠然とし
た数量と、指⽰を可能にするという意味での指標性のみを備えたものである。類別詞の基本的機能の
ほとんどをもたないこれらの形態素を類別詞に含めるかどうかは議論をよぶところである。本稿では、
これらが数量を表しているということ、指⽰が可能であることから、第1節で述べた具現化という中
核的機能は持つと考え、類別詞に含めることにする。そして、仮にこれらを⾮個別化類別詞とよんで
おく。10 
このタイプの類別詞には3つのメンバーphoB、diB、nneAが確認されており、それそれが特殊な機
能をもつ。これらの類別詞のもつ特徴を、個別化類別詞であるmiB「⼀群れの」と対⽐した表を以下
に⽰す。 
 
表5 
 指⽰詞と共起 数詞と共起 重複可能性 存在⽂に⽣起
phoB ＋ − − − 
diB ＋ − − ＋ 
nneA ＋ − − ＋ 
                                                                 
10 こういった形態素を含めるとなると、そもそも「類別詞」という呼称が適当かどうかの議論も必要
になるだろう。それはまた別の機会に⾏うことにする。 
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miB ＋ ＋ ＋ ＋ 
 
miBは、「⼀群れ」という意味をもち、群れという存在形態を通して複数性を表⽰することができると
考えられるが、⼀⽅、群れを単位ととらえることで数詞との共起可能となる。また、miBは重複する
こともできる。したがって、miBは典型的類別詞であると考えられる。ところが、phoB、diB、nneA
は、数詞と共起せず、重複もできないという点で典型的な類別詞ではない。以下、これらの類別詞を
ひとつずつ紹介する。 
 
4.3.1 phoB 
この語の特殊な機能は、同定可能性を含意することであり、指⽰詞をともなわずに（ともなうこと
も可能だが）単独で⽂脈上理解されることが想定される指⽰を⾏う。したがって、指⽰されるものは
定（definite）であり、以下のような、不定の存在物を導⼊する存在⽂には⽣起できない。 
 
 (38)  *ntheeBeB maA phoB  naA. 
      there      exist  CLF   human 
 「そこに（何⼈かの）⼈がいる」 
 
この⽂意を表すのには、phoBの代わりに上述の類別詞miB「⼀群れ」を使⽤するのが適切である。テ
キストからの例を以下に⽰す。例(39)では、先⾏⽂脈に登場していた3⼈の泥棒全員を指しており、「泥
棒たち」（the thieves）ということである。ここでは、指⽰詞が付いている。 
 
 (39)  phoB  naA    -eB   tsoC- qloB heeBsaA-waB  muB njiC, jeB  tsoC-  seA …  
      CLF   human  DEM  then  from top-tile        go   steal  FLL then   say 
 
      niB zroCseA,  niB aClenAnjiC  ngaC  -tsaB  jeB   kanBnaB  qoC  niB muB. 
      3   say       3   theft        strong PRT   FLL  1PL      let   3   go 
  「泥棒たちは 屋根から盗みに⼊ろうとしたが、そのうちの⼆⼈は、彼が盗むのがうまいの
で、彼に（中に⼊って）⾏けと⾔った」『油をたらせばくっつかない』 
 
次の例では指⽰詞がないが、⽂脈上登場している⼆⼈の⼦供（⼦供全員）を指している。 
 
 (40)  phoB  aAtanA,  poA  aAzronA,  kanB daA.  
      CLF   child    open door      1SG  come 
 「⼦供たち、ドアを開けておくれ、私だよ」『⼭姥（⼆）』 
次の例では、指⽰の対象は無⽣物である。指⽰物である「県」は先⾏⽂脈では登場していないが、「貴
州省のすべての県」（all the counties of Guizhou）と⾔えば特定される、定なる指⽰物である。 
 
 (41)  ... tsenB’koC’ kanB-naB -moA  guiC’tsouB’, aiAjoA, phoB  xenC  chyenC’puB’ aC  
        all        1PL      MO   PN         INT    CLF  county  all          make 
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      vzonA jenA -ntuA  -waC  jeB.  
      level  end  IDEO  PRT   FLL 
 「．．．貴州省すべての県を全部平らげてしまったのだ」『貴州⼤戦』 
 
4.3.2 diB 
diBは、全体の⼀部分であることを表す。したがって、phoBと異なり、先⾏⽂脈や現場における登
場物の全体を指すことはできない。例えば、先の例(39)でのphoBは三⼈の泥棒すべてを指しているの
で、これをdiBで置き換えることはできない（ちなみにここでは対象概念は有⽣で、かつ指⽰詞がつ
いているので、miBで置き換えることが可能である）。diBのテキストからの例を⽰す。 
  
 (42)  … luB   toC piB   yyuB  onA   -naB,  muB kuB  onA   -naB, toC piB   qwaA  
         come  for  house  hold   water  PRT   go   carry water  PRT  for  house  cut 
 
      tshoB -naB,  caB    maB   caB    juB  -naB,  aC    diB  szCchinB  -nonB -siA. 
      grass  PRT   pasture  horse  pasture  cow  PRT   make  CLF  matter    DEM  PRT 
 「帰ってくると、（泉の）⽔汲みに並んだり、⽔を運んだり、草を刈ったり、⽜や⾺を放
牧したり、そういったことをやっていたのだ」『50年代の通学』 
 
この例では、さまざまな家事⼿伝いの内容が例として並んでおり、それらを指して、家事⼿伝い全体
の中の⼀部としてdiBが使⽤されていると思われる。 
 
4.3.3 nneA 
nneAは、diBと機能的に近いと考えられるが、数量が少ないことを含意する。さらに、名詞概念で
はなく動詞概念を対象として数量を述べていると解釈できる場合がある。11 
数量が少ないという含意は、語⽤論的効果を引き出す。これは最もよく⾒られるnneAの⽤法である。
テキストの例を以下に⽰す。 
 
 (43)  aAneA      naB  ronA hoA   nneA  coB. 
      grandfather  FLL  2SG  drink  CLF   wine 
 「おばあちゃん、ちょっとお酒を飲んで」『⼭姥（⼆）』 
 
 (44)  ronA qwaC  luB   taA  kanB  aC    nneA  szC …  
      2SG  pass   come  with  1SG   make  CLF   matter 
 「こっちに来てちょっと私の頼みを聞いてくれ」『穂積具』 
 
例(43)はお酒を勧める場⾯、例(44)は依頼の場⾯であり、いずれの場⾯でも相⼿に対する要求の量が
少ないと⾔うことが、相⼿の⽴場に配慮する語⽤論的効果をもっていると考えられる。 
                                                                 
11 これは、⼀種の⽂法化であると考えられる。本稿では、動詞概念を対象としている場合の nneA は
派⽣的⽤法としてとらえておく。 
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次に、対象となる名詞概念が想定されなくても、動詞概念を対象として数量を述べる⽤法として、
2つの状態間の⽐較がある。すなわち、⽐較⽂において2者の程度に⼀定の差幅があることを表すのに
⽤いられる。テキストからの例を⽰す。例(45)では、柴（薪）という名詞概念が想定できるが、例(46)
ではqwanA「豊かである」程度の差幅を⽰していて、特段名詞概念は想定できない。この⽤法と先の
⽤法との間には意味的にも違いがあり、以下の例(45)(46)においては（特に例(46)においては）、例
(43)(44)で⾒られたような少量という含意はないようである。 
 
 (45)  ndruCnbyaC aC    doB     luB   niB zroCseA, ronA kuB   xaB   -tsaB  aC   
      PN         make  firewood come  3   say      2sg   carry  much  PRT   make 
  
      szB-zoC    kuB   nneA. 
      PURP-little  carry  CLF 
 「ドゥンバが柴刈りから帰ると彼⼥は⾔った。こんなにたくさん背負ってきてしまって、
ちょっと少なめになさいな」『卵から⽣まれた娘（⼀）』 
 
(46)  danB teeAnpheB teeA-wwuA -  jjaB   danB zronB   niB-piB  jaA-  qwanA  nneA. 
     CLF  girl        NMLZ-two   marry  CLF  husband  3-house  even  rich    CLF 
「2番⽬の娘が結婚した相⼿の家はさらにもっと⾦持ちだった」『トウモロコシの芯を贈る』 
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A Brief Sketch of Classifiers in Lan Hmyo 
 
TAGUCHI, Yoshihisa 
 
Summary: 
This paper describes some basic features of classifiers in Lan Hmyo, a Hmongic language 
spoken in Guizhou, China. Most classifiers in Lan Hmyo belong to a type of numeral classifier, 
which, in turn, can be further divided into subtypes: sortal classifiers, mensural classifiers. In 
addition to these “normal” classifiers, Lan Hmyo has a different type of classifier, 
“non-individualizing” classifiers. They are not prototypical classifiers in that they do not 
co-occur with numerals nor can they be reduplicated. 
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